
2019年11月９ 土日 13:00～17:30
（12:30 開場） （二松学舎大学 九段１号館 地下２階）

二松学舎大学中洲記念講堂

Opening Act

Variable Reality 虚構は可変現実ー
（ヴァリアブル・リアリティー）

吾輩のこころの明暗と『贋作』の夢十一夜、それから思い出す事など

漱石アンドロイドによるモノローグ上演 13:00-13:10

作・佐藤　大 脚本家。 代表作 「攻殻機動隊 S.A.C.
シリーズ」 「交響詩篇エウレカセブン」
「ドラえもん」　

Talk Session ※途中、休憩あり

マエセツ
＆マエフリ

プレゼン
    テーション１
プレゼン
    テーション

プレゼン
    テーション

2
3

総合

島田 泰子

菊地 浩平

大山　顕

佐藤　大 

文豪模型に「だが断る」とか言われる日

「中の人」と「生きてるみ」 ―         論から見た漱石アンドロイド 
        論から見たアンドロイドの顔の問題

脚本から考える歴史的人物の        化で描く

発題と熟議系徹底討論 13:10-17:30

佐藤 大 × 大山 顕 × 菊地 浩平 × 小山 虎 × 夏目 房之介 × 足立 元 × 島田 泰子ディスカッション

漱石アンドロイド入場無料 先着順・事前申込不要
※ 満席の場合は、立ち見・別室モニター観覧等となる場合があります

二松学舎大学大学院文学研究科 / 大阪大学大学院基礎工学研究科共催

イベント特設ページ
QRコード漱石アンドロイド
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漱石アンドロイドをめぐる３つの視点視点
研究・教育のために、二松学舎大学と大阪大学が共同で2016年 12月より運用している、明治の文豪・夏目漱石を再現したアンドロイド。ロボット
工学の第一人者石黒浩氏が監修を務め、漱石の孫である夏目房之介氏が声のもとを提供している。漱石アンドロイドとは



菊地 浩平

島田 泰子
二松学舎大学教授
日本語学・日本語史研究。
若者ことばを含む新用法を歴史的価
値に照らして分析。漱石アンドロイドの
発話デザイン・対話設計などにも協力。
地形マニア・団地ネイティブ。

Shimada Yasuko

足立 元
二松学舎大学講師
日本の近現代美術史・視覚社
会史を研究。現代美術の展評
や作家論も執筆。近著『裏切ら
れた美術　―表現者たちの転向
と挫折1910‐1960』。「攻殻
機動隊」を観て育つ。

Adachi Gen

山口大学時間学研究所講師、大阪大
学石黒研究室客員教員
漱石アンドロイドの開発に当初から参
加し、分析哲学・応用哲学・倫理学・ロボ
ット工学・認知科学にまたがるロボット
哲学研究を展開。

Koyama Tora

夏目 房之介
学習院大学大学院教授、漫画家・マンガ
評論家・エッセイスト
著書『孫が読む漱石』『マンガに人生
                                               を学んで何
                                               が悪い？』　
　　　　　　　　　　     ほか多数。
　　　　　　　　　　　 「BSマンガ
                                               夜話」レギュ
                                               ラーメンバー
                                               としても知ら
                                               れる。

Natsume Fusanosuke

大山 顕
写真家、ドボクライター
土木・建築・都市景観論、マンション
ポエム分析など、多角的な評論活動を
展開。工場・ジャンクション・団地愛
 好ムーブメントの仕掛け人。
       近著『立体交差』も話題。

Ohyama Ken
佐藤 大
脚本家
アニメーションを中心に、
さまざまなメディアでの企
画、脚本などを手がける。
代表作として「カウボーイ
ビバップ」「攻殻機動隊 
S.A.C.シリーズ」「交響詩
篇エウレカセブン」「ドラえ
もん」など。

Sato Dai

Kikuchi Kohei

早稲田大学講師、人形研究者
人形劇、 偶像論などを含め、
ふなっしーからアンパンマンま
で、 人形という存在を通じて
「人間とはなにか」 を模索探
求。近著『人形メディア学講義』
は必読。

二松学舎大学 中洲記念講堂　九段キャンパス１号館　地下２階
〒102－8336　東京都千代田区三番町6-16
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https://www.nishogakusha-u.ac.jp/android/event/20191109.html

漱石アンドロイドシンポジウム事務局 
soseki-a@nishogakusha-u.ac.jp

詳細は
こちら

イベント特設ページ
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アンドロイドになって、漱石は本当に「甦った」のでしょうか。私たちは「甦らせた」と言えるのでしょうか。
甦らせるためには、何が必要で、どうすればよいのでしょうか。改めて問い直す機会を設けました。文豪の魂はどこ
に宿るのか。漱石アンドロイドに魂は（いかに）宿るか／我々は宿すことが出来るのか。…そのヒントはどこにあ
るのでしょう。そんなお話をうかがいたくて、強力な論客をお招きしました。
「人形」「写真」「虚構 vs 現実」の３つの視点から 、総合的に討論を試みます。

アク
セス

JR「市ヶ谷」「飯田橋」駅下車、徒歩15分
地下鉄 東西線・半蔵門線・新宿線「九段下」駅下車、２番出口より徒歩８分

※会場に駐車場はありません。公共の交通機関でおいでください。

小山　虎


